
ふるさと応援制度のおしらせ②
第47回白鷹若鮎マラソン大会出場者募集④
児童福祉制度・手当のおしらせ⑥
「統合保育園」の名称、
「子育て支援センター」の愛称が決まりました⑦

☎

　　雨中のエール　　―　県立荒砥高校体育祭　―

7.12
NO 1092
JUL2012
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－

平
成
23
年
度
の
寄
付
状
況
及
び

　
　
　
　
　
　
平
成
24
年
度
募
集
の
お
知
ら
せ

－

　

４
年
目
を
迎
え
た
「
白
鷹
町
ふ
る
さ
と
応
援
制
度
」
に
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
共
感
す
る
か
た
が
た
か
ら

の
寄
付
を
受
け
入
れ
、
寄
付
者
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
平
成
23
年
度
は
５
４
２
人
か
ら
８
３
８

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
左
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

寄
付
金
の
使
い
道
は
、
以
下
の

　

事
業
に
対
し
活
用
さ
せ
て
い
た

　

だ
く
予
定
で
す
。

（
文
化
振
興
事
業
）

（
人
材
育
成
事
業
）

（
観
光
交
流
事
業
）

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
）

（
町
長
が
特
に
認
め
る
事
業
並
び

　

に
事
務
経
費
な
ど
）

　

①
所
得
税
と
②
住
民
税
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

①
所
得
税
の
控
除
額

　

寄
付
金
額
か
ら
２
０
０
０
円

（
一
律
）
を
差
し
引
い
た
額
に
、

所
得
税
率
を
か
け
た
金
額

　
　

　　
　

１
件　

５
０
０
０
円
〜

※
寄
付
金
額
に
上
限
は
あ
り
ま
せ

　

ん
が
、
税
制
上
の
控
除
額
に
は

　

限
度
が
あ
り
ま
す
。

　

　

町
特
産
品
を
お
贈
り
し
ま

　

す
。

（
米
沢
牛
、
お
米
、
り
ん
ご
、
ラ

・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
）

※
特
典
は
、
寄
付
金
額
１
万
円
以

　

上
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

　　

寄
付
さ
れ
る
か
た
は
、
寄
付
申

込
書
（
＊
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
提
出
後
、
寄
付
金
の
納

付
書
な
ど
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
入
金
方
法
で
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

＊
寄
付
申
込
書
は
、
役
場
総
務
課

企
画
調
整
係
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
（
ご
連
絡
い

た
だ
け
ば
町
外
に
お
住
ま
い
の
か

た
に
郵
送
も
行
い
ま
す
）。

◎寄付金の受け入れ状況

◎寄付金の活用状況

※

②
住
民
税
の
控
除
額

　

寄
付
い
た
だ
い
た
金
額
に
対
し

て
基
本
控
除
と
特
別
控
除
が
あ

り
、
そ
の
合
計
額
が
税
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

　

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　白鷹町ふるさと応援制度
　に関する窓口
　　■問い合わせ窓口
　　　総務課　企画調整係
　　　☎85－6123
　　■税の控除に関する窓口
　　　税務出納課　町民税係
　　　☎85－6132　

●
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財
政
力
の
弱
い
過
疎
の
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
、
地
方
交
付
税

制
度
な
ど
の
地
方
財
源
の
確
保
充

実
に
つ
い
て
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
存
続
に
向

け
、
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営

改
善
に
係
る
財
政
支
援
を
要
望
し

て
い
ま
す
。　

　

デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
財
政

支
援
（
市
町
村
総
合
交
付
金
制

度
）
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
う
え
で
、
災
害
や
火
災
な
ど
に

お
け
る
体
制
強
化
を
図
る
防
災
セ

ン
タ
ー
の
設
置
と
、
情
報
を
瞬
時

に
地
域
住
民
に
知
ら
せ
る
防
災
緊

急
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
係
る

財
政
支
援
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

　

貝
生
地
区
に
あ
る
川
戸
沼
た
め

池
、
金
剛
沼
た
め
池
に
つ
い
て
、

災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
用

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
事

業
の
早
期
着
工
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

　

公
共
事
業
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、

町
の
土
木
施
工
事
業
者
の
経
営
が

大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
営
土
地
改
良
事
業

に
お
け
る
受
注
機
会
の
拡
大
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
と
っ
て
喫
緊
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
荒
砥
橋
整
備
の
事
業
推

進
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

　

国
道
２
８
７
号
、
菖
蒲
・
下
山

地
区
の
道
路
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ

が
存
在
す
る
区
間
の
早
期
改
修
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

　　

長
井
南
バ
イ
パ
ス
、
長
井
市
泉

地
内
を
起
点
と
し
て
、
長
井
市
の

西
部
地
区
を
通
り
白
鷹
町
鮎
貝
地

区
に
至
る
（
西
廻
り
ル
ー
ト
）
区

間
は
、
置
賜
生
活
圏
30
分
構
想
と

の
連
携
を
図
る
た
め
の
重
要
な
路

線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線
調
査

な
ど
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

　

現
在
、
山
形
県
天
然
記
念
物
の

指
定
を
う
け
て
お
り
ま
す
薬
師
ザ

ク
ラ
に
加
え
、
釜
の
越
サ
ク
ラ
、

子
守
堂
の
サ
ク
ラ
、
赤
坂
の
薬
師

ザ
ク
ラ
、
殿
入
ザ
ク
ラ
、
原
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
八
乙
女
種
ま
き
ザ

ク
ラ
、
後
庵
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て
も

古
典
桜
群
と
し
て
の
指
定
に
向
け

て
要
望
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３
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■申込・問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係
　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」
　　　　　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

第47回

平
成
24
年
９
月
16
日
（
日
）

　

日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　

（
第
７
６
６
９
号
）

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

・
健
康
で
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
完

　

走
で
き
る
か
た

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
24
年
９
月
16

　

日
現
在
で
、
満
40
歳
以
上
の
か
た

　

高
校
生
…
…
…
…
２
０
０
０
円

　

一　

般
…
…
…
…
３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
、
２
０
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
…
…
１
０
０
０
円

■
　

８
月
６
日
（
月
）
消
印
有
効

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は

　

８
月
５
日
（
日
）
午
後
５
時
ま
で
）　

●今年から10Ｋ以上の種目を男女混合から男女別に変更いたしま
　した。
●「ボランティア運営スタッフ」を募集しています。
●この大会は、スポーツ振興くじ助成金を受けて実施しています。

白鷹若鮎マラソン大会

　
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン　

①
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
一
般
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　

（
制
限
時
間
２
時
間
15
分
）

・
10
マ
イ
ル　

①
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　

②
一
般
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　

（
制
限
時
間
２
時
間
）

・
10
キ
ロ　
　

①
高
校
の
部

　
　
　
　
　
　

②
一
般
男
子
の
部

　
　
　
　
　
　

③
一
般
女
子
の
部

・
５
キ
ロ　
　

①
中
学
男
子
３
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
女
子
の
部（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　

③
壮
年
男
子
の
部

・
３
キ
ロ　
　

①
中
学
男
子
１
・
２
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
中
学
女
子
の
部

・
２
キ
ロ　
　

小
学
生
以
上

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

「 

エ
リ
ッ
ク
・
ワ
イ
ナ
イ
ナ
選
手
」

2000年
シドニーオリンピックマラソン
２位（銀メダル）

2002年
東京国際マラソン
優勝２時間８分43秒（自己最高）
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止
し
ま
す
。

◇
プ
ー
ル
で
は
、
ほ
か
の
人
の
迷

　

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
騒
い
だ

　

り
ふ
ざ
け
た
り
し
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

◇
持
ち
物
の
管
理
は
自
己
の
責
任

　

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
26
日（
木
）は
第
49
回
白
鷹

　

町
小
・
中
学
校
及
び
町
民
水
泳

　

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

町
民
プ
ー
ル
の
一
般
開
放
に
つ
い
て

○
開
放
日

▼
７
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
　

〜
16
日（
月
・
祝
）

▼
７
月
21
日（
土
）〜
22
日（
日
）

▼
７
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
19
日（
日
）

○
開
放
時
間

▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
は
施
錠

　

し
閉
場
し
ま
す
）

※
東
中
水
泳
部
部
活
動
に
よ
り
、

　

コ
ー
ス
の
一
部
を
制
限
す
る　

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

○
注
意
事
項

　

注
意
事
項
を
守
り
、
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
入
口
は
、
東
中
体
育
館
北
側
か

　

ら
入
場
く
だ
さ
い
。

◇
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
は
、
必

　

ず
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

◇
監
視
員
の
指
示
に
は
、
必
ず
従

　

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
入
水
前
に
準
備
運
動
を
十
分
に

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
水
鉄
砲
な
ど
は
持
ち
込
み
を
禁

山
形
方
式
省
エ
ネ
節
電
運
動
県
民

運
動
実
施
中
！

　

今
年
の
夏
の
電
力
供
給
見
通
し

は
、
昨
年
と
比
較
し
需
給
バ
ラ
ン

ス
は
改
善
す
る
も
の
の
、
ま
だ
十

分
な
余
裕
は
な
く
、
一
昨
年
並
の

猛
暑
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
節
電

の
取
組
み
が
な
け
れ
ば
供
給
が
不

足
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
な
ど
健
康
に
は
十
分
に

気
を
つ
け
な
が
ら
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
節
電
・
省
エ
ネ
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

〜
９
月

▼
節
電
特
別
強
化
期
間　

　

７
月
23
日
〜
27
日

　

８
月
10
日
〜
20
日

★
「
節
電
」
取
組
メ
ニ
ュ
ー
例

　

・
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は　

　

28
度
、
ま
た
は
い
つ
も
よ
り
２

　

度
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

・
長
時
間
使
用
し
な
い
電
化
製

　

品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き
ま
し

　

ょ
う
。

　

・
電
気
使
用
量
が
ピ
ー
ク
と
な

　

る
午
後
２
時
〜
３
時
は
な
る
べ

　

く
電
気
の
使
用
を
控
え
ま
し
ょ

　

う
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
環
境
企
画
課 

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
３
５

　

各
地
域
や
各
団
体
な
ど
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
必
要
な
学
習
会
や
研
修
会
を
開

催
す
る
際
、
具
体
的
な
施
策
の
展

開
や
各
種
の
制
度
関
係
、
解
決
手

法
に
つ
い
て
、
説
明
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
町
の

課
長
な
ど
が
直
接
出
か
け
て
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
を
い

た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３

例
え
ば
・
・
・

　

自
主
防
災
組
織
の
会
議
を
開
催

す
る
の
だ
が
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
に
つ
い
て
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
を
計
画
し
て
、
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
、
他
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
か
な
ど
わ
か
ら
な
い

の
で
教
え
て
ほ
し
い
な
ど
。

　

白
鷹
町
産
業
振
興
戦
略
会
議
で

は
、
町
の
支
援
を
受
け
、
農
工
商

観
の
連
携
や
農
業
の
６
次
産
業
化

に
よ
る
新
た
な
事
業
に
つ
い
て
、

初
期
段
階
の
取
組
を
支
援
す
る
助

成
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
募
集
を
締
め
切
り
ま
し

た
が
、
要
望
額
が
助
成
金
予
算
額

に
達
し
な
か
っ
た
た
め
追
加
募
集

を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
内
容　

白
鷹
町
の
農
林
畜

水
産
物
や
地
域
資
源
な
ど
を
活
用

し
て
取
り
組
む
事
業
を
募
集
し
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
、
助
成
対
象
者
に

つ
き
ま
し
て
は
「
広
報
し
ら
た
か

お
し
ら
せ
版
５
月
22
日
号
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
追
加
募
集
期
間　

　

７
月
31
日
（
火
）
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
町
産
業
振
興
戦
略
会
議

（
産
業
セ
ン
タ
ー
内
）　

安
部

☎
85

－

０
０
５
５

　

産
業
振
興
課　

高
橋　

☎
85

－

２
１
１
１

　

（
内
線
２
６
０
）

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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子育てを応援する児童福祉制度・手当

●一部支給停止措置について

　手当てを受けてから５年以上を経過したかた（８歳
未満の児童を監護するかたを除く）は、就労などの実
績がない場合、手当額が２分の１に減額されます。該
当するかたには適用除外のための届書を送付しますの
で忘れずに提出してください。
　※次の場合は、減額対象になりません。
　・あなたが働いているか、求職活動をしている場合
　・あなたが身体上または精神上の障がいがある場合
　・あなたが病気やケガで働くことができない場合
　・あなたが子どもや親族を介護しなければならない
　　ため働くことができない場合

●支給内容
　４月、８月、12 月の３期に分けて支給します。（月額）

●所得制限限度額

※扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき 38 万円を
　加えた額になります。

　離婚などで、ひとり親になっているかた、あるいは
親にかわって子どもを養育しているかたに対して、生
活の安定・自立の促進とともに、子どものすこやかな
成長を願って支給される手当です。

●児童扶養手当を受給できるかた

　18歳に達する年度末までの児童（心身に障がいがあ
る児童は20歳未満）を養育しているひとり親家庭 ( 配
偶者が一定程度障がいの状態にある場合も含む ) の父
母または養育者
　※次の場合は、対象になりません。
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　・養育者、対象児童が公的な年金を受けることがで
　　きる場合
　・対象児童が、児童福祉施設などに入所している場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●現況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月中に現況届の
提出が必要になります。後日、該当するかたに必要書
類を送付しますが、現況届の提出がないと、８月分以
降の手当を受けることができません。忘れずに、早め
に提出ください。

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいのあ
る児童の福祉増進のために支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できるかた

　20歳未満で精神または身体に障がいのある児童を養
育している父母または養育者。
　※次の場合は、対象になりません。
　・対象児童が児童福祉施設などに入所している場合
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●支給内容
４月、８月、11 月の３期に分けて支給します。

●所得制限限度額

※扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき 38万円
　を加えた額になります。

●所得状況届の提出をお忘れなく

　手当を受給しているかたは、毎年８月11日から９月
10日までの間に、所得状況届の提出が必要になります。
　後日、該当するかたに必要書類を送付しますが、所
得状況届の提出がないと、８月分以降の手当を受ける
ことができません。忘れずに、早めに提出ください。

詳しい手続き・ご相談は、健康福祉課子育て支援係（☎86－0212）にお問い合わせください。

※平成24年４月から減額改定

※平成24年４月から減額改定
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　勤務先の健康保険（協会けんぽなど）に加入している
かたがお勤めをやめられたり、健康保険の被扶養者でな
くなった場合、今までの保険証は退職日まで（被扶養者
でなくなった場合は、その前日まで）しか使用できませ
ん。
　同じく、市町村の国民健康保険に加入されていたかた
が就職などで他の健康保険に加入された場合、国民健康
保険の保険証は他の健康保険に加入された日の前日まで
しか使用できません。
　資格の切れた保険証で医療機関を受診すると、保険者
で負担した医療費を返納していただくことになりますの
で、ご注意ください。
　また、資格の切れた保険証は、退職の場合は被扶養者
分も併せて勤務先へ必ず返却してください。国民健康保
険から他の健康保険に加入された場合は、市町村へ国民
健康保険の資格喪失の手続きをしてください。
■問い合わせ　町民課　国保医療係　☎85－6130

　　　　「第２弾！玄米せんせいが語る、
　　　　　　　食べることは生きること」
　昨年のいきいき健康まつりで好評だったトークショー
の第２弾。生きる上での基本となる「食べること」につ
いて問いかける。
　若い世代のかたにこそ、今、聴いてほしい。

▼いつ　８月10日（金）午後７時～８時30分
▼どこで　健康福祉センター　１階　すこやかホール
▼講師　漫画家　魚戸おさむ氏　×　健康づくり推進員
　　　　×　コーディネーター　鈴木徳則氏
■問い合わせ　
　健康福祉課　健康推進係　☎86－0210

「子育て支援センター」の愛称

「にこぽーと」
　応募者　朝倉修さん（札幌市）

◎愛称に込めた思い
　にこにこ笑顔の「にこ」に、港の「ぽーと」
を合わせ、沢山の親子の笑顔が集まる拠点施設
（＝港）であることを表現しました。

「統合保育園」の名称

「さくらの保育園」
　応募者　大滝彩桜さん（鮎貝）

◎名称に込めた思い
　こぐわ、あゆかいに共通の「桜」への思い。
呼びやすく、可愛らしく、あたたかい感じがす
るので。

　「統合保育園」の名称並びに「子育て支援センター」の愛称を募集した結果、町内外から多数の応募
をいただきました。応募要綱に基づき、応募作品について「子育て支援拠点施設検討協議会」で厳正に
審査を行い、その結果を踏まえて白鷹町並びに社会福祉協議会で決定しました。
　応募いただきましたみなさまのご協力に感謝申し上げ、決定した名称並びに愛称についてお知らせい
たします。

▼応募状況

統合保育園の名称 応募総数37件 31名称

子育て支援センターの愛称 応募総数29件 28愛称

■問い合わせ
　健康福祉課　子育て支援係　☎86－0212
　社会福祉協議会事務局　☎86－0150
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　６月５日、ふるさと森林公園で荒砥小学
校１、２年生が森の学習を行いました。渡
された葉と同じ形の葉を探す「葉っぱかる
た」や、選んだ樹木の子ども（稚樹）を探
す「樹の親子探し」などを行いました。　
児童は野球のバットの材料となる木を教え
てもらったり、いいにおいのする木を教え
てもらったり、笹の葉の笛で音を出したり
自然の中で楽しみました。

　6月10日、「家庭教育講座　しらたか初夏
の『ごっつぉ』づくり」が健康福祉センタ
ーで開催されました。健康づくり推進員の
かたがたに教えてもらいながら、お父さん
やお母さんと一緒に笹巻といるか汁を作り
ました。また、茹でている間、食育紙芝居
「命をいただく」を見て、命のありがたさ
に感謝しました。自分で作った笹巻は格別
の味。白鷹の食文化を堪能しました。

　6月17日、第２回白鷹学講座が開催され、
映画「よみがえりのレシピ」の上映と、渡
辺智史監督と畔藤きゅうり伝承者新野惣司
さんのトークショーが行われました。畔藤
きゅうりの様な在来野菜は収量も低く、作
るのが大変で、後継者も少ないため無くな
っていく種類もある中、伝統を絶やさぬよ
うにと奮闘する生産者の姿が、映像や新野
さんの発言により伝わってきました。

　６月９日、東根小学校児童を対象とした
「ひがしね東陽塾くるくるパンづくり」が
東陽ホールで行われました。東根地区公民
館の運営委員のかたと一緒に、調理器具を
ほとんど使わずに、ビニール袋に粉を入れ
て振ったり、こねて作った生地を竹の棒に
巻き、炭火で焼いて作りました。焼き上が
る頃にはいい香りが漂い、自分で作ったパ
ンを食べた児童らは「おいしい」と大喜び
でした。

町
農
業
委
員
に
梅
津
康
子
さ
ん

　　

６
月
18
日
付
け
で
山
形
お
き
た

ま
農
協
の
推
薦
に
よ
り
、
梅
津
さ

ん
（
畔
藤
）
が
町
農
業
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

生い
の
ち命
を
い
た
だ
く
、
生
命
を
育

む
こ
と
は
、
生
き
て
い
く
上
で
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
食
物
を
安
心
・
安
全
に
食
べ

て
も
ら
え
る
、
食
べ
ら
れ
る
こ
と

は
農
業
を
す
る
こ
と
の
基
本
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
基
本
が
き
ち
ん

と
出
来
る
よ
う
に
、
農
業
委
員
と

し
て
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
な

が
ら
行
政
と
の
仲
立
ち
を
し
て
い

く
こ
と
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

梅　津　康　子　
畔藤 /農協選任
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全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議

会
会
長
表
彰
受
賞

　

行
政
相
談
委
員
で
あ
る
奥
山
正

雄
さ
ん
が
全
国
行
政
相
談
委
員
連

合
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
13
年
か
ら
６
期
11

年
目
を
迎
え
ら
れ
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
機
関
な
ど
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

▼
白
鷹
町
の
行
政
相
談
委
員

　

奥
山
正
雄
さ
ん

☎
85

－

３
８
４
１

　

樋
口
久
子
さ
ん

☎
85

－

４
５
７
４

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
形
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

３
１
１
３

　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

　６月24日、のどか村まつりが、いきい
き深山郷のどか村で行われました。会場で
は、直売所や青竹の流しそうめん、さくら
んぼの種とばし大会、さくらんぼ狩りなど
が催されました。無料で振る舞われた山菜
汁や、地域のかたによる売店やそばなど、
おいしいものがたくさんあり、来場者はキ
ャッチフレーズの「のーんびり、いきいき」
を体感しました。

　6月24日、今回は涼しい夜の時間に体を
動かそうということであゆーむ周辺をコー
スにしナイトウォーキングを行いました。
教室も3回目を迎え、講師の後藤先生に教
えていただいた歩く姿勢や効果的なスピー
ドや歩幅なども丁寧に復習し、夜の白鷹町
を楽しく歩くことができました。ウォーキ
ングで軽く汗をかいた後にリフレッシュで
きるよう、教室最終回記念ということで入
浴剤がプレゼントされました。

　

環
境
や
ま
が
た
大
賞
受
賞

　

６
月
５
日
、
山
形
市
で
行
わ
れ

た
山
形
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民

運
動
推
進
大
会
で
、
羽
黒
の
森
を

守
る
会
（
会
長
大

憲
夫
山
口
区

長
）
が
、
環
境
や
ま
が
た
大
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
黒
神
社
の
表
参
道
の
松
林
と

い
う
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
を
住
民
が

団
結
し
て
保
全
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
歴
史
を
紙
芝
居
な
ど
に
よ
り

積
極
的
に
配
信
す
る
な
ど
、
古
き

よ
き
も
の
を
守
る
と
い
う
山
形
ら

し
い
地
道
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
県
が
地
球
環
境
ま

た
は
地
域
環
境
の
保
全
と
創
造
に

関
す
る
普
及
啓
発
、
実
践
活
動
を

行
い
、
大
き
な
成
果
が
認
め
ら
れ

る
個
人
ま
た
は
団
体
が
受
賞
し
ま

す
。

　

６
月
22
日
、
長
谷
川
俊
夫
様

（
畔
藤
）
よ
り
、
町
の
教
育
向
上

の
た
め
に
、
現
金
（
１
０
０
万

円
）
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

６
月
20
日
、
白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
佐
藤
哲
夫
会
長
）
様
よ

り
、
東
中
学
校
、
西
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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▼
実
施
期
間

●
７
月
20
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

8
月
19
日
（
日
）

▼
運
動
の
重
点

●
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防

止●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅

●
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止

●
街
頭
犯
罪
な
ど
の
防
止

　

夏
は
長
期
休
暇
、
レ
ジ
ャ
ー
、

暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る
み
や
疲
労

な
ど
か
ら
交
通
事
故
や
水
の
事
故

な
ど
、
ま
た
、
青
少
年
の
非
行
や

街
頭
犯
罪
な
ど
も
多
く
な
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
気
を
引
き
締
め
て

「
安
全
で
安
心
な
毎
日
」
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

                      

◇
家
庭
で
は
、
街
頭
犯
罪
な
ど
の

防
止
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
．空
き
巣
や
車
上
ね
ら
い
の
防
止

　

○
自
宅
に
多
額
の
現
金
を
置
か

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
戸
締
り
し
っ
か
り
カ
ギ
か
け

　

て
。

　

○
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
「
キ

　

ー
抜
き
・
ド
ア
ロ
ッ
ク
」
し
、

　

カ
バ
ン
や
貴
重
品
は
置
か
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
．青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行

防
止

　

○
お
は
よ
う
、
こ
ん
に
ち
は
、

　

あ
り
が
と
う
な
ど
の
「
あ
い
さ

　

つ
」
運
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

○
万
引
き
は
「
し
な
い
、
さ
せ

　

な
い
、
よ
い
し
つ
け
」
運
動
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係　
　
　

　
　
　
　

          

☎
85

－

６
１
３
１

　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

　

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

事
例業

界
団
体
の
よ
う
な
名
前
の
と

こ
ろ
か
ら
「
自
然
災
害
で
壊
れ
た

箇
所
は
な
い
か
。」
と
電
話
が
あ

り
、
先
日
の
台
風
で
屋
根
が
傷
ん

で
い
る
こ
と
を
話
す
と
「
火
災
保

険
で
修
理
で
き
る
。
う
ち
の
指
定

業
者
が
無
料
で
調
査
し
、
保
険
申

請
も
手
伝
う
。」
と
言
わ
れ
、
後

日
業
者
が
調
査
に
来
た
。

　

保
険
金
が
出
る
な
ら
と
思
い
、

そ
の
業
者
と
工
事
請
負
契
約
を
結

び
、
作
成
し
て
も
ら
っ
た
見
積
書

等
で
保
険
会
社
に
申
請
す
る
と
、

60
万
円
の
保
険
金
が
出
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
や
は
り
工
事
は
な
じ

み
の
業
者
に
頼
ん
だ
ほ
う
が
よ
い

と
思
い
、
解
約
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
保
険
金
の
50
％
も
の
解
約

料
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

工
事
も
し
て
い
な
い
の
に
高
額
す

ぎ
な
い
か
。（
70
歳
代　

男
性
）

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.25

ア
ド
バ
イ
ス

自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損
害

が
、
火
災
保
険
の
補
償
対
象
に
な

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

消
費
者
が
多
い
こ
と
に
着
目
し
た

勧
誘
方
法
で
、
最
終
的
に
住
宅
修

理
工
事
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

自
然
災
害
で
住
宅
が
損
害
を
受

け
た
ら
、
ま
ず
は
自
分
で
損
害
保

険
会
社
か
代
理
店
に
連
絡
し
、
保

険
金
支
払
い
の
対
象
と
な
る
か
、

申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
な
ど

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工

事
を
依
頼
す
る
際
は
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
取
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

◇
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
！

交
通
安
全
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◎
夏
の
行
楽
に
お
け
る
長
距
離
運

転
は
、
時
間
と
心
に
ゆ
と
り
を
持

っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

１
．横
断
歩
行
者
の
保
護

①
横
断
歩
道
で
は

　

○
横
断
歩
道
に
人
が
い
る
の
に
、

　

速
度
を
落
と
さ
ず
通
過
し
て
い
る

　

車
が
多
す
ぎ
ま
す
。

　

○
横
断
歩
道
で
は
、
歩
行
者
が

　

絶
対
優
先
、
横
断
歩
道
に
歩
行

　

者
が
い
た
ら
、
必
ず
一
時
停
止

　

し
て
歩
行
者
を
渡
ら
せ
ま
し
ょ

　

う
。

②
思
い
や
り
運
転
の
実
践

　

○
横
断
歩
道
以
外
の
場
所
で
は
、

　

横
断
歩
行
者
に
「
止
ま
っ
て
あ

　

げ
る
」
思
い
や
り
運
転
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

２
．全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

　

○
行
楽
な
ど
で
出
か
け
る
機
会

　

が
多
く
な
る
時
期
、
着
用
の
徹

　

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
飲
酒
運
転
の
撲
滅　
　

　

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
「
し
な

　

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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　５月下旬、不法投棄の春季監視と啓発活動が、衛生組合の役員の方々を中心として関係機関と共に実施さ
れ、不法投棄の現状を調査しました。また、町では毎週（春季）不法投棄パトロールを実施しています。
　廃棄物を公共の河川や道路はもちろん、田畑や山林などへ捨てたり放置することは、たとえ自分の土地で
あっても法律により禁止されています。また、不法投棄は懲役・罰金の対象となります。
　不要になった液体を川に流したり、小さなごみのポイ捨てであっても不法投棄です。美しい白鷹町の自然
を守るためにも、不法投棄は絶対にやめましょう。

不法投棄は犯罪です！

◆何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。
◆５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金に
処し、又はこれを併科する。
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条及び
第25条第１項）

　　　　　■問い合わせ
　　　　　　町民課　くらし環境係
　　　　　☎85－6131

　

今
年
度
で
２
年
目
の
取
り
組
み

と
な
る
「
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘

事
業
」
に
は
、
６
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
３
事
業
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
し

ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
審
査
委

員
会
に
お
い
て
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
６
月
20
日
（
水
）

開
催
）
に
よ
り
審
査
を
行
い
、
応

募
の
あ
っ
た
３
事
業
全
て
を
採
択

い
た
し
ま
し
た
。

　

採
択
と
な
っ
た
３
事
業
に
つ
い

て
は
、
審
査
委
員
会
の
総
合
意
見

を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
助
成
金
の

交
付
申
請
、
交
付
決
定
を
経
て
事

業
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

採択事業 グループ
（代表者・敬称略） 事業概要

プロと名乗れる
後継者育成

ホワイトイーグルス
（代表　紺野正光）

適地適作の研究・検討や学習会の開催によ
る兼業農家の後継者育成と地域おこし

若者よさこい交流事業 よさこい白鷹櫻鷹會
（代表　奥山さち子）

リズムダンススクール開催やよさこいイベ
ント参加などによる仲間づくりと人材育成

種まきはじめました
恋の種まき桜実行委員会
（代表　新野学）

若者磨きのためのセミナー開催や視察研修、
マナースクール受講によるリーダーづくり

白
鷹
人
育
成
基
金
（
白
鷹
人
育
成
事
業
）

ホ
ワ
イ
ト
イ
ー
グ
ル
ス

よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會

恋
の
種
ま
き
桜
実
行
員
会
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七
月
二
十
五
日

八
月
二
十
五
日

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

『
囲
碁
部　

　

３
年
連
続
全
国
大
会
出
場
』

女
子
団
体
戦　

優　

勝　

金
田
南
美
・
五
味
美
咲

・
東
海
林
史
穂

女
子
個
人
戦　

第
３
位　

金
田
南
美

　

本
校
囲
碁
部
は
女
子
団
体
戦
で

３
年
連
続
と
な
る
全
国
高
校
囲
碁

選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。
旧
職
員
の
五
十
峯
隆

氏
に
コ
ー
チ
し
て
い
た
だ
き
、
顧

問
の
田
中
宏
美
先
生
と
と
も
に
熱

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

7
月
23
日
か
ら
東
京
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
で
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
勝
ち
星
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
以
上
に

頑
張
っ
て
い
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
声
援
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

『
お
話
の
会
読
み
聞
か
せ

（
図
書
委
員
会
）』

　

荒
高
図
書
委
員
は
今
年
度
も
町

図
書
館
で
行
わ
れ
る
「
お
話
の

会
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
人
の
方
の
表
現
方
法
や
、

子
ど
も
た
ち
を
絵
本
の
世
界
に
引

き
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
話
し
方

を
、
少
し
で
も
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
学
校
で
も
事
前

に
し
っ
か
り
と
練
習
を
積
み
、
子

ど
も
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
か
た
に
聞
い
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
も
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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「
操
作
始
め
！
」「
よ
し
！
」

の
掛
け
声
と
、
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ

ン
音
。
朝
早
く
や
、
夜
に
ラ
イ
ト

に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
練
習
を
す
る

消
防
団
員
を
皆
さ
ん
１
度
は
見
か

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

６
月
24
日
、
町
消
防
操
法
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
的
を
倒
す
ス

ピ
ー
ド
、
動
作
の
正
確
さ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
出
場
班
は
、
約
２
カ

月
間
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
本

番
を
迎
え
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
の
部

１
位　

３
分
団
５
部
１
班（
十
王
）

出
場
者
…
佐
藤
英
人
、
別
府
勲
、

鈴
木
亮
太
、
五
十
峯
大
貴
、
守
屋

俊
宏
、
五
十
峯
亙

小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

３
分
団
５
部
３
班（
八
卦
）

出
場
者
…
髙
橋
秋
博
、小
口
政
則
、

橋
本
一
紀
、須
藤
陽
介
、斎
藤
和
信

２
位　

２
分
団
３
部
１
班（
高
岡
）

出
場
者
…
安
部
晴
樹
、大
滝
祥
平
、

小
口
貴
幸
、大
滝
美
代
志
、小
関
裕

智以
上
の
３
班
と
、
小
型
ポ
ン
プ
積

載
車
の
部
で
２
分
団
２
部
１
班

（
箕
和
田
）
が
７
月
８
日
に
行
わ

れ
る
支
部
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

RO KU ( ) 

tel.85-6147 fax.85-2183 
E-mail 
rokku@so.town.shirataka.yamagata.jp 

 

h�p://www.town.shirataka.lg.jp/ssc/
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認
知
症
と
は
、
様
々
な
理
由
に

よ
り
脳
の
働
き
に
障
害
が
起
こ
り
、

物
忘
れ
や
徘
徊
、
幻
覚
な
ど
の
症

状
が
現
れ
る
病
気
で
す
。

　

認
知
症
と
血
管
の
老
化
に
は
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

血
管
を
守
り
、
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
適
度
な
運
動
を
と
り
い
れ
ま
し

ょ
う
。

　

毎
日
の
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
脳

の
血
流
が
増
え
、
脳
を
刺
激
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

　

日
中
は
活
動
的
に
過
ご
し
、
昼

寝
は
短
時
間
に
と
ど
め
、
夜
間
に

ぐ
っ
す
り
眠
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
人
付
き
合
い
を
大
切
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

周
り
の
人
と
交
流
を
持
ち
、
会

話
す
る
こ
と
で
脳
が
活
発
に
働
き

ま
す
。

○
認
知
症
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣

病
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
血
圧
・
肥
満
・
脂
質
異
常
な

ど
は
認
知
症
に
つ
な
が
る
危
険
の

あ
る
動
脈
硬
化
を
招
き
ま
す
。
定

期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

○
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

　

塩
分
を
控
え
、
だ
し
や
薬
味
で

薄
味
で
お
い
し
く
食
事
を
と
り
ま

し
ょ
う
。
魚
や
野
菜
、
果
物
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
深
酒
、
た
ば
こ
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

　

大
量
の
飲
酒
は
脳
を
萎
縮
さ
せ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
は

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
も

っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

趣
味
、
地
域
の
行
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

○
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

い
つ
も
と
違
う
こ
と
を
す
る
と

脳
が
活
性
化
し
ま
す
。
複
数
の
こ

と
を
同
時
に
行
な
う
料
理
や
掃
除

な
ど
も
効
果
的
で
す
。

○
物
事
を
記
憶
し
、
表
現
し
ま
し

ょ
う
。

　

時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
書
く
こ

と
で
記
憶
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
2

日
遅
れ
で
日
記
を
つ
け
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

広告 広告

６月の町長交際費
　平成24年６月に支出され
た町長交際費についてお知
らせします。

■問い合わせ
　総務課　総務係　
☎85－6120
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▼
い
つ　

７
月
28
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
グ
ラ

ウ
ン
ド（
雨
天
時
は
学
園
体
育
館
）

▼
内
容　

大
花
火
大
会
・
模
擬
店

・
催
し
物

※
大
花
火
大
会
は
雨
天
時
、
翌
日

午
後
７
時
30
分
〜

ご
家
族
と
一
緒
に
ぜ
ひ
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

☎
85

－

３
０
３
０

【
講
習
種
別
：
一
般
】

▼
い
つ　

９
月
６
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎　

▼
定
員　

１
０
８
人

【
講
習
種
別
：
給
取
】

▼
い
つ　

９
月
７
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜　

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎　

▼
定
員　

１
０
８
人

※
講
習
種
別
に
よ
り
日
時
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

７
月
24
日
（
火
）

ま
で

▼
申
請
書
は
消
防
本
部
、
各
分
署

に
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先

　

〒
９
９
０

－

２
４
９
２

山
形
市
鉄
砲
町
二
丁
目
19
番
68
号

村
山
総
合
支
庁
附
属
棟

山
形
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

５
７
４
４

■
問
い
合
わ
せ

　

西
置
賜
行
政
組
合　

消
防
本
部

予
防
課　

☎
88

－

１
７
９
７

　

消
防
署　

☎
88

－

１
２
１
３

　

白
鷹
分
署　

☎
85

－

５
２
４
２

術
を
学
び
ま
す

▼
研
修
日
時 

水
曜
日
の
午
後

6
時
か
ら
と
日
曜
日
の
午
前
9
時

か
ら

▼
募
集
定
員 

20
人

▼
費
用　

受
講
料
３
万
５
０
０
０

円
、
テ
キ
ス
ト
代
６
８
０
０
円

▼
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
期
日
ま
で
ご

提
出
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

8
月
10
日
（
金
）

ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
慈
光
園　

☎
０
２
３
８

－

88

－

２
７
１
１　

（
担
当
・
梅
津
）

▼
い
つ　

７
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所　

１
階

▼
内
容　

血
液
検
査

（
結
果
は
１
〜
２
週
間
後
に
再
来

所
し
て
い
た
だ
き
説
明
）

▼
そ
の
他　

予
約
不
要　

　
　
　
　
　

匿
名
・
無
料 

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所　

地
域
保
健
予
防
課　

感
染
症
予
防

担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

▼
い
つ　

７
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白

鷹▼
内
容　

　

○
映
画
上
映

　

「
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
」

　

ド
イ
ツ
初
の
市
民
に
よ
る
電
力

会
社
を
設
立
さ
せ
、
地
域
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
を
実

現
さ
せ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

　

○
講
演

　

三
浦
秀
一
氏
（
東
北
芸
術
工
科

大
学
准
教
授
、
県
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
戦
略
会
議
メ
ン
バ
ー
）

■
問
い
合
わ
せ　

金
子
勝
講
演
会

つ
づ
き
の
会　

☎
85

－

５
６
７
５

▼
い
つ　

9
月
5
日
（
水
）
〜　

　

翌
年
3
月
13
日
（
水
）
ま
で

▼
ど
こ
で　

ケ
ア
ハ
ウ
ス 

ウ
エ
ル

フ
ェ
ア
慈
光
園 

ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル

▼
内
容　

講
義
、
演
習
、
実
習
を

通
じ
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し

て
働
く
た
め
に
必
要
な
知
識
と
技

　

覚
醒
剤
な
ど
薬
物
犯
罪
は
、
本

人
や
家
族
の
生
活
を
崩
壊
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
通
り
魔
殺
人
な
ど

凶
作
犯
罪
の
引
き
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
合
法
ハ
ー
ブ
な

ど
を
使
用
し
た
者
が
事
件
を
起
こ

す
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

薬
物
犯
罪
は
、
命
、
生
活
を
脅

か
す
極
め
て
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

薬
物
犯
罪
の
撲
滅
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

覚
醒
剤
相
談
電
話

☎
０
２
３

－

６
３
５

－

１
０
７
４

　

長
井
警
察
署

☎
０
２
３
８

－

84

－

０
１
１
０

　

お
酒
の
製
造
又
は
販
売
を
行
う

に
は
、
一
定
要
件
の
も
と
製
造
免

許
又
は
販
売
業
免
許
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
免
許
を
受
け
ず

に
お
酒
を
製
造
、
販
売
す
る
と
、

酒
税
法
違
反
と
し
て
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

山
形
税
務
署
酒
類
指
導
官

☎
０
２
３

－

６
２
２

－

１
６
１
１
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広告

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生
勤

務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍

従
軍
看
護
婦
の
か
た
（
慰
労
給
付

金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
期
限　

　

平
成
25
年
３
月
31
日

▼
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か

ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
省
大
臣
官

房
総
務
課
管
理
室　

業
務
担
当

（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２

－

１

－

２
）

☎
03

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２

　　

置
賜
農
業
高
校
飯
豊
分
校
は
、

平
成
25
年
３
月
で
閉
校
と
な
り
４

月
か
ら
本
校
と
統
合
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
卒
業
生
・
飯
豊
町
内

外
の
か
た
に
思
い
出
の
校
舎
を
じ

っ
く
り
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

校
舎
公
開
週
間
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
は
事
前
予
約
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
６
日
〜
10
日

　

受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

３
時

▼
受
付
方
法　

当
日
、
職
員
室
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
受
付
後
、

見
学
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
農
業
高
校

飯
豊
分
校　

総
務
部　

西
山

☎
０
２
３
８

－

72

－

２
２
４
４

　

心
と
身
体
の
健
康
の
た
め
に
日

本
舞
踊
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

月
曜
日　

午
後
６
時（
月
４
回
）

水
曜
日　

午
後
７
時（
月
４
回
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
会
費
３
０
０
０
円
（
月
４
回
）

子
ど
も
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

　

月
曜
日　

午
後
５
時（
月
４
回
）

　

水
曜
日　

午
後
６
時（
月
４
回
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
会
費
２
０
０
０
円
（
月
４
回
）

■
問
い
合
わ
せ　

花
柳
千
優
良
日

本
舞
踊
研
究
会

☎
０
９
０
ー
３
９
８
４
ー
７
３
８
７

▼
い
つ　

７
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
７
時

▼
ど
こ
で　

　

○
山
形
会
場　

山
形
市
霞
城
公

民
館

　

○
米
沢
会
場　

ア
ク
テ
ィ
ー
米

沢▼
相
談
料
無
料　

予
約
不
要

※
相
談
例

　

「
不
動
産
を
買
っ
た
が
、
登
記

　

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」、「
土

　

地
の
名
義
人
が
先
々
代
の
ま
ま

　

だ
」、「
会
社
を
作
り
た
い
」

　

な
ど
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
司
法
書

士
会

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

７
０
５
４

▼
い
つ　

７
月
21
日
（
土
）
〜

　
　
　
　

23
日
（
月
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

文
化

実
習
室　

　
「
山
形
地
方
法
務
局
」
及
び「
境

界
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
や
ま
が
た

（
山
形
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
）」

で
は
、
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
法
務
局

職
員
と
土
地
家
屋
調
査
士
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
、
予
約
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
法
務
局
米

沢
支
局
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務

局
登
記
部
門
筆
界
特
定
室　

☎
０
２
３

－

６
２
５

－

１
３
５
８

境
界
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
や
ま
が
た

☎
０
２
３

－

６
３
２

－

０
２
２
５

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
し
ら
た
か
６
月
12
日
号
８

ペ
ー
ジ
中
、
山
形
県
消
防
協
会
会

長
表
彰　

優
良
章
の
第
三
分
団
班

長
大
木
義
弘
さ
ん
の
お
名
前
は
正

し
く
は
大
木
嘉
弘
さ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



住所　　 氏　　名 年齢
広　野　梅　津　ひ　ろ　81
広　野　新　野　重五郎　85
高　玉　五十嵐　 　子　69
高　玉　金　田　眞　二　72
滝　野　竹　田　　　う　88
下　山　竹　田　照　子　64
荒砥乙　小　松　ウ　メ　99
鮎　貝　田　中　きみ子　85
山　口　大　嶋　　勝　　64
横田尻　丸　川　喜　久　96
下　山　安　部　　宏　　65
黒　鴨　佐　藤　清　吉　91
十　王　福　田　ふ　み　84
畔　藤　舩　山　さよ子　84
荒砥甲　飯　澤　敬　一  101
十　王　佐　藤　良　二　98
鮎　貝　鈴　木　せ　い　76
十　王　髙　山　悌三郎　85
荒砥乙　橋　本　千代子　68
十　王　橋　本　四　郎　86
畔　藤　上　田　一　明　68
十　王　海老名　た　か　94
十　王　工　藤　惠　子　81
荒砥乙　大　村　時　子　68
鮎　貝　小　関　し　よ　79

荒砥乙 安達 元 瑠
る

　架
か

桃子

広　野 鈴木 怜 柚
ゆい

　人
と

晴美

菖　蒲 岡崎
悟司 倫

とも

　久
ひさ

利江

荒砥乙 衣袋
裕也 莉

り

　茉
ま

美恵

山　口 髙橋 広美 愛
あい

　梨
り
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白鷹吟友会　（会長　大橋　雄岳　さん）

◆
結
成
は
？

◆
詩
吟
の
魅
力
と
は
？

◆
ど
れ
く
ら
い
練
習
す
る
の
で
す

か
？

◆
最
後
に
一
言

☎
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